
　

日
本
は
い
つ
の
ま
に
か
科

学
技
術
先
進
国
か
ら
後
進
国

に
な
り
つ
つ
あ
る
。し
か
も
、

後
進
の
科
学
技
術
す
ら
生
活

の
な
か
に
届
い
て
い
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
、
そ
ん
な

日
本
の
現
状
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
思
う
。
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
薬
の
開
発
ひ
と
つ
を
と

っ
て
も
然
り
。
と
く
に
生
活

の
な
か
で
顕
著
に
な
っ
た
の

は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
遅
れ
だ
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
筆

者
の
よ
う
な
長
期
滞
在
許
可

証
を
持
つ
外
国
人
に
も
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」
に
相
当
す
る

Ｉ
Ｄ
番
号
が
割
り
振
ら
れ
て

い
る
。
Ｉ
Ｄ
番
号
に
よ
る
個

人
認
証
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
予
約

は
こ
れ
を
使
っ
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
５
分
足
ら
ず
で
済

ん
だ
。
接
種
完
了
証
明
や
海

外
で
通
用
す
る
「
ワ
ク
チ
ン

パ
ス
ポ
ー
ト
」
も
す
べ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
だ
。
ち
な
み
に
日

本
の
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト

は
紙
だ
。

　

コ
ン
タ
ク
ト
・
ト
レ
ー
シ

ン
グ
の
ア
プ
リ
も
人
口
の
９

割
以
上
に
普
及
す
る
。
ス
ー

パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
様

々
な
公
共
の
場
の
入
り
口
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
掲
げ
て
あ

り
、
ア
プ
リ
で
ス
キ
ャ
ン
し

な
い
と
入
れ
な
い
。
ア
プ
リ

に
よ
り
、
感
染
者
の
濃
厚
接

触
者
の
割
り
出
し
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
素
早
く
で
き
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
へ
の
切

り
替
え
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
の
蓄
積
が
コ
ロ
ナ
下
で

最
大
限
に
い
か
さ
れ
て
お

り
、「
先
進
国
に
住
ん
で
い

る
」
と
感
じ
る
。

　

10
月
初
旬
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
新
規
感
染
者
数
は
１
日

２
千
人
を
超
え
、
日
本
よ
り

多
い
。
し
か
し
、
実
際
に
発

生
し
て
い
る
感
染
が
ほ
ぼ
漏

れ
な
く
把
握
さ
れ
て
お
り
、

98
％
は
無
症
状
か
軽
症
だ
。

政
府
は
経
済
活
動
再
開
に
向

け
て
切
っ
た
舵
を
逆
方
向
に

戻
す
こ
と
は
な
く
、
微
調
整

で
進
め
て
い
る
。

　

日
本
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の

遅
れ
を
早
急
に
取
り
戻
す
べ

き
だ
。
そ
の
際
、
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
普

及
し
、
医
療
や
納
税
、
年
金

な
ど
の
情
報
と
一
元
化
す
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
時
代
は
、
個
人

と
社
会
の
関
係
、そ
し
て
、漠

然
と
し
た
世
間
で
は
な
く
、

同
時
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ

の
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
（
連
帯
）

を
考
え
直
す
い
い
機
会
だ
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

国
立
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医学部・病院・医学研究科
新執行部発足

医学部長

内科学（消化器）教室
教授

金井 隆典
（67回）

副医学部長

衛生学公衆衛生学教室
教授

武林 　亨
（68回）

（筆頭、総務、倫理、学部連携）

医学研究科委員長
生理学教室

教授

柚﨑 通介
（64相当）

医学研究科委員長補佐

坂口光洋記念講座オル
ガノイド医学教室 教授

佐藤 俊朗
（76回）

（博士課程）

副医学部長

分子生物学教室
教授

塩見 春彦
（61相当）

（研究）

副医学部長

歯科・口腔外科学教室
教授

中川 種昭
（64相当）

（広報、医学部病院連携）
副医学部長

病理学教室
教授

金井 弥栄
（68回）

（国際連携、男女共同参画、バイオバンク）
副医学部長

医学教育統轄センター
教授

門川 俊明
（70回）

（教育）
副医学部長

解剖学教室
教授

久保田 義顕
（79回）

（若手人材育成、大学院連携）

副医学部長

整形外科学教室
教授

中村 雅也
（66回）

（産学連携・イノベーション）病院長
整形外科学教室

教授

松本 守雄
（65回）

　
医 

学 

部

　
病
　
　
院

　
医
学
研
究
科

大
学
病
院
長
を
拝
命
し
て

松
本 

守
雄（
65
回
）

病
院
長

大
学
院
医
学
研
究
科
委
員
長
を
拝
命
し
て

柚
﨑 

通
介（
64
相
当
）

大
学
院
医
学
研
究
科
委
員
長

格
致
日
新 

―
次
の
１
０
０
年
に
繋
ぐ
―

金
井 

隆
典（
67
回
）

医
学
部
長

病
院
長
就
任
の
挨
拶

大
学
院
医
学
研
究
科
委
員
長
就
任
の
挨
拶

医
学
部
長
就
任
の
挨
拶

　

こ
の
度
、
２
０
２
１
年
８

月
１
日
よ
り
医
学
部
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
医
学
部

長
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
２

年
間
の
所
信
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

慶
應
愛
：
私
は
こ
の
４
カ

月
、
医
学
部
の
多
く
の
皆
様

と
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
皆
様

が
慶
應
医
学
を
愛
し
、
こ
の

医
学
部
が
素
晴
ら
し
い
グ
ル

ー
プ
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
る
こ
と
を
強

く
実
感
し
ま
し
た
。
皆
様
は

実
に
多
様
な
問
題
意
識
と
未

来
像
を
お
持
ち
で
す
が
、

皆
、
慶
應
愛
に
根
差
し
た
同

じ
方
角
に
向
い
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
再
認
識
し
ま
し

た
。
今
、
医
学
部
長
に
求
め

ら
れ
る
責
務
は
、
こ
う
し
た

多
様
な
問
題
意
識
や
未
来
像

を
、
短
期
・
中
長
期
的
に
、

さ
ら
に
優
先
順
位
を
決
め

て
、
一
本
に
ま
と
め
、
社
中

協
力
し
て
事
業
を
展
開
し
、

慶
應
医
学
の
価
値
を
よ
り
一

層
高
め
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

対
話
：
そ
の
た
め
に
も
、

私
は
医
学
部
で
働
く
一
人
一

人
と
対
話
し
、
皆
様
の
声
を

し
っ
か
り
聴
き
、
医
学
部
の

現
状
・
将
来
像
の
共
通
理
解

を
醸
成
す
る
こ
と
か
ら
始
め

げ
、
跳
ね
返
さ
れ
て
き
た
難

題
に
対
し
て
、
私
は
粘
り
強

く
挑
戦
し
ま
す
。
具
体
策
と

し
て
、塾
執
行
部
へ
の
理
解
、

安
定
的
な
病
院
収
益
、
プ
ロ

フ
ィ
ッ
ト
を
生
む
知
財
、
奨

学
金
制
度
の
拡
充
、
銀
行
ロ

ー
ン
の
サ
ポ
ー
ト
、
塾
員
・

三
四
会
・
企
業
を
巻
き
込
ん

だ
基
金
の
創
設
、
医
学
部
の

備
品
・
光
熱
費
・
外
注
費
の

節
約
等
を
粘
り
強
く
取
り
組

み
、
着
実
に
学
費
軽
減
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。一
方
、教

学
、研
究
環
境
の
改
善
な
ど
、

拡
充
す
る
べ
き
課
題
は
し
っ

か
り
断
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

若
手
の
息
吹
：
も
う
一

つ
、
力
を
入
れ
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
は
、
若
い
世

代
の
息
吹
を
強
く
感
じ
ら
れ

る
医
学
部
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の

若
手
・
中
堅
の
研
究
者
や
臨

床
医
が
、
研
究
費
の
確
保
、

育
児
、
研
究
環
境
、
過
重
労

働
、
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
、
将

来
へ
の
不
安
等
で
疲
弊
し
て

い
ま
す
。
慶
應
義
塾
の
未
来

を
支
え
て
く
れ
る
彼
ら
の

夢
、
そ
の
実
現
こ
そ
が
、
慶

應
義
塾
の
財
産
で
あ
り
ま

す
。
激
変
す
る
近
い
将
来

で
、
慶
應
医
学
の
若
手
・
中

堅
が
一
層
活
躍
で
き
る
環
境

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
無
論
、
こ
れ
ら
の
改

善
策
に
も
財
源
が
必
要
で

す
。
若
手
研
究
者
の
人
材
育

成
の
た
め
の
大
型
助
成
金
の

獲
得
に
注
力
し
ま
す
。

　

常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、
難

題
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け

る
姿
勢
を
常
に
示
し
な
が

ら
、
こ
の
医
学
部
を
牽
引
し

て
い
き
た
い
で
す
。
何
卒
、

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域
に

お
い
て
医
学
を
中
心
と
し
た

諸
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

顕
著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究

業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
１
９
９
６

年
よ
り
47
名
の
研
究
者
に
授

与
し
て
い
ま
す
。
26
回
目
を

迎
え
た
今
年
の
慶
應
医
学
賞

受
賞
者
は
濡
木
理
博
士
（
東

京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究

科
教
授
）、Katalin�Karikó

博
士
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大

学
客
員
教
授
／BioNTech�

SE

社
上
席
副
社
長
）
の
2

名
に
決
定
し
、
慶
應
医
学
賞

審
査
委
員
会
は
下
記
の
と
お

り
授
賞
理
由
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

本
賞
は
、
世
界
十
数
カ
国

の
著
名
な
研
究
者
お
よ
び
研

究
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候

補
者
の
中
か
ら
、
学
内
外
約

90
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
を
経
て
、
受
賞
者
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
受
賞
者

に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
お
よ
び

賞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細

は
、
決
定
次
第
「
慶
應
医
学

賞
」
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
順
次

掲
載
い
た
し
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：�https://www.

ms-fund.keio.ac.jp/en/
prize/　

　

こ
の
度
、
岡
野
教
授
の
後

任
と
し
て
大
学
院
医
学
研
究

科
委
員
長
を
拝
命
致
し
ま
し

た
。
大
変
光
栄
で
あ
る
と
同

時
に
重
責
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

大
学
院
医
学
研
究
科
は
、

こ
れ
ま
で
に
基
礎
・
臨
床
・

社
会
医
学
分
野
で
研
究
者
や

教
育
者
と
し
て
各
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
人
材
を
数
多

く
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
21
世
紀COE

の
獲
得
を

契
機
に
博
士
課
程
の
学
生
定

員
が
増
員
さ
れ
、
以
後
も
順

調
に
医
学
研
究
科
は
発
展
し

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
発
展
を
持
続
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
組
織

も
常
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
で
す
。
良
い
と
こ
ろ
を

維
持
し
（Renewal
）、
問
題

点
は
修
復
し
（Repair
）、

さ
ら
に
必
要
に
応
じ
た
改
編

（Remodel

）
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
期
は
新
進

気
鋭
の
研
究
者
で
あ
り
、
若

手
研
究
者
の
育
成
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
佐
藤
俊
朗
教
授

（
坂
口
記
念
講
座
・
オ
ル
ガ

ノ
イ
ド
医
学
）、
田
中
謙
二

教
授
（
先
端
医
科
学
研
究
所

・
脳
科
学
）
に
医
学
研
究
科

委
員
長
補
佐
を
お
願
い
し
、

学
生
や
研
究
者
の
養
成
に
熱

心
な
井
上
浩
義
教
授
（
化

学
）、
吉
村
昭
彦
教
授
（
微

生
物
学
免
疫
学
）
に
医
学
研

究
科
学
習
指
導
委
員
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

多
く
の
先
生
方
に
大
学
院
検

討
委
員
会
委
員
と
し
て
、
大

学
院
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

検
討
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
医
学
研
究
は
医
学

部
出
身
者
の
み
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
一
定
の
割
合
で
他
学

部
出
身
者
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
異
分
野
を
融
合
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
こ
の
た
め
に
は
修
士
課

程
と
の
連
動
が
と
り
わ
け
必

要
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
、

医
学
研
究
に
は
医
学
部
出
身

者
が
必
須
で
す
。
門
川
俊
明

・
教
育
担
当
副
医
学
部
長
や

塩
見
春
彦
・
研
究
担
当
副
医

学
部
長
と
連
携
し
て
学
部
教

育
、
特
にMD-PhD

コ
ー
ス

と
の
連
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
大
学
や
大

学
院
に
対
し
て
、
産
業
界
と

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
創
出
と
い
う
役
割
が
強

く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
学
問
の

究
極
の
目
的
が
、
人
類
の
幸

福
の
実
現
に
あ
る
以
上
、
こ

れ
は
当
然
の
流
れ
と
考
え
ま

す
。
一
方
で
、
小
泉
信
三
第

七
代
慶
應
義
塾
長
は
「
す
ぐ

に
役
立
つ
こ
と
は
、
す
ぐ
に

役
に
立
た
な
く
な
る
」
と
の

有
名
な
言
葉
を
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
当
に
役
立
つ
、
パ

ラ
ダ
イ
ム
破
壊
的
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
た
め

に
は
、
研
究
領
域
を
越
え
て

共
鳴
を
招
く
た
め
の
創
造
の

場
が
必
須
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
中
村
雅
也

・
産
学
連
携
担
当
副
医
学
部

長
と
連
携
し
て
、
医
学
研
究

科
の
教
室
を
越
え
、
さ
ら
に

国
内
外
の
研
究
室
や
産
業
界

と
の
壁
を
越
え
た
「
共
鳴

場
」
の
仕
掛
け
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
長
く
役
に
立
つ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

し
て
い
く
礎
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
ご
指
導
い
た
だ
き

つ
つ
金
井
隆
典
医
学
部
長
を

は
じ
め
と
す
る
執
行
部
の
皆

様
と
と
も
に
、
3
つ
の
Ｒ
か

ら
な
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

舵
取
り
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
２
０
２
１
年
９

月
１
日
付
け
で
大
学
病
院
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
大

変
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。
慶
應
義
塾

大
学
病
院
は
昨
年
開
院
１
０

０
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
記

念
す
べ
き
年
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
深

刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
教
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
感
染
制
御
に
と

り
組
む
と
と
も
に
、
大
学
病

院
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
高

度
医
療
の
提
供
に
努
め
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
医

療
対
応
も
行
い
な
が
ら
、
病

院
機
能
の
復
興
に
邁
進
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
の
波
を
乗
り
越

え
な
が
ら
「
次
の
発
展
」
へ

の
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
歩

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
特
定
機
能
病
院
と

し
て
の
必
須
の
要
件
で
あ
る

医
療
の
安
全
と
質
の
向
上
に

努
め
つ
つ
、
患
者
の
方
々
に

ご
信
頼
い
た
だ
け
る
病
院
の

構
築
に
努
め
ま
す
。
臨
床
研

究
中
核
病
院
と
し
て
、
建
学

以
来
の
精
神
で
あ
り
ま
す
基

礎
臨
床
一
体
型
の
先
進
的
臨

床
研
究
・
治
験
を
遂
行
す
る

と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ

ル
モ
デ
ル
病
院
、
が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
と
し

て
次
世
代
の
医
療
を
展
開

し
、
そ
の
果
実
を
多
く
の
患

者
の
方
々
に
享
受
し
て
い
た

だ
け
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ホ
ス

ピ
タ
ル
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
大
学
病
院
は
医
・
薬
・

看
の
医
療
人
育
成
の
場
で
も

あ
り
ま
す
。
将
来
の
医
療
の

担
い
手
を
数
多
く
受
け
入

れ
、
関
連
病
院
と
も
協
働
し

て
病
院
基
本
理
念
で
あ
る

「
豊
か
な
人
間
性
と
深
い
知

性
を
有
す
る
医
療
人
」
を
育

成
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
シ
ェ
ア
や

チ
ー
ム
医
療
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
な
ど
に
よ
り
働
き
方

改
革
を
進
め
、
医
師
に
と
っ

て
も
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
、

ま
た
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
病
院
運
営
に
お

い
て
は
、
前
方
・
後
方
連
携

を
し
っ
か
り
と
推
進
し
、
三

四
会
の
先
生
方
の
御
施
設
と

も
丁
寧
か
つ
密
接
な
連
携
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
各
診
療

科
・
部
門
、
そ
し
て
職
種
の

皆
様
と
は
真
摯
に
話
し
合
い

を
重
ね
、
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
病
院
運
営
上
の
ハ
ー
ド

ル
を
一
つ
一
つ
越
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
選
任
さ
れ
た
新
任
、

重
任
３
名
ず
つ
計
６
名
の
副

病
院
長
、
お
よ
び
新
任
２

名
、
重
任
１
名
、
計
３
名
の

病
院
長
補
佐
の
皆
さ
ん
と
協

働
し
な
が
ら
、
北
川
雄
光
、

天
谷
雅
行
両
常
任
理
事
、
金

井
隆
典
医
学
部
長
と
も
連
携

を
密
に
し
、
法
人
・
医
学
部

と
の
三
位
一
体
の
体
制
で
慶

應
義
塾
大
学
病
院
の
発
展
の

た
め
に
努
力
を
重
ね
た
い
と

思
い
ま
す
。
来
年
春
に
は
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
棟
・
外
構
整
備

が
完
成
し
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
る
新
病
院
に
お

い
て
慶
應
な
ら
で
は
の
高
度

医
療
を
展
開
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
・

ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
も
、
重
要
課
題

の
情
報
開
示
を
通
じ
、
開
か

れ
た
医
学
部
を
運
営
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
費
軽
減
：
皆
様
と
の
対

話
を
通
じ
て
、
特
に
切
実
な

課
題
と
し
て
痛
感
し
ま
し
た

の
は
、学
費
問
題
で
す
。歴
代

の
医
学
部
長
が
常
に
取
り
上

K
カタリン

atalin K
カリコ

arikó博士
ペンシルベニア大学客員教授／
BioNTech SE社 上席副社長

濡ぬ
れ

木き　

理お
さ
む

博
士

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授

授
賞
研
究
テ
ー
マ
：
生
命
活

動
に
お
い
て
重
要
な
機
能
分

子
の
構
造
生
物
学
的
研
究

　

構
造
生
物
学
は
生
体
高
分

子
の
立
体
構
造
を
解
析
す
る

生
物
学
の
一
分
野
で
あ
り
、

近
年
、
創
薬
に
お
い
て
も
非

常
に
有
用
な
手
法
と
な
っ
て

い
ま
す
。
濡
木
博
士
は
こ
の

構
造
生
物
学
を
駆
使
し
、
ｔ

Ｒ
Ｎ
Ａ
修
飾
酵
素
を
含
む
各

種
Ｒ
Ｎ
Ａ
︲
タ
ン
パ
ク
質
複

合
体
、
さ
ら
に
は
各
種
膜
輸

送
体
な
ど
の
立
体
構
造
を
世

界
に
先
駆
け
て
解
明
し
て
き

授
賞
研
究
テ
ー
マ
：
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

開
発
に
つ
な
が
る
基
礎
研
究

　

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ

（
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
に

書
か
れ
た
遺
伝
情
報
を
も
と

に
タ
ン
パ
ク
質
が
合
成
さ
れ
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審
査

委
員
：【
塩
見
春
彦
（
委
員

長
・
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部�

分
子
生
物
学
教
授
）、
有
田

誠
（
慶
應
義
塾
大
学
薬
学
部

代
謝
生
理
化
学
教
授
）、
岡

野
栄
之
（
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
生
理
学
教
授
）、
久
保

田
義
顕
（
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
解
剖
学
教
授
）、
中
原

仁
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部�

内
科
学
（
神
経
）
教
授
）、

本
田
賢
也
（
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
微
生
物
学
・
免
疫
学

教
授
）、
審
良
静
男
（
大
阪

大
学
Ｗ
Ｐ
Ｉ
免
疫
学
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任

教
授
）、
清
水
孝
雄
（
国
立

研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
脂
質
シ
グ

ナ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

長
）、
高
橋
淑
子
（
京
都
大

学
大
学
院
理
学
研
究
科
生
物

科
学
専
攻
教
授
）、
田
中
啓

二
（
公
益
財
団
法
人
東
京
都

医
学
総
合
研
究
所
理
事
長
）、

永
井
良
三
（
自
治
医
科
大
学

学
長
）、
野
田
哲
生
（
公
益

財
団
法
人
が
ん
研
究
会
代
表

理
事
・
常
務
理
事
が
ん
研
究

所
所
長
）、
柳
沢
正
史
（
筑

波
大
学
国
際
統
合
睡
眠
医
科

学
研
究
機
構
（W

PI-IIIS

）

教
授
）】

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
一
貫
し

た
研
究
を
通
じ
、
構
造
生
物

学
の
手
法
を
単
な
る
分
子
の

構
造
決
定
だ
け
で
は
な
く
、

分
子
の
機
能
の
解
明
に
迫
れ

る
こ
と
を
明
示
し
、
21
世
紀

の
生
命
科
学
の
大
き
な
潮
流

の
ひ
と
つ
た
ら
し
め
た
点
は

紛
れ
も
な
く
濡
木
博
士
の
功

績
と
言
え
ま
す
。
近
年
で

は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の
基
盤
と

な
るCRISPR-Cas9

の
立
体

構
造
を
世
界
で
初
め
て
解
明

し
、『
ゲ
ノ
ム
編
集
創
薬
』

の
道
を
切
り
拓
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
濡
木
博
士
は
、

生
命
科
学
研
究
に
新
し
い
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
切
り
開
く
と
と

も
に
創
薬
に
お
い
て
も
革
新

的
な
展
開
を
も
た
ら
し
て
お

り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展

が
期
待
さ
れ
、
慶
應
医
学
賞

の
受
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

と
考
え
ま
す
。

る
際
の
中
間
体
と
し
て
働
き

ま
す
。
カ
タ
リ
ン
・
カ
リ
コ

博
士
は
１
９
８
０
年
代
か

ら
、
人
工
合
成
し
た
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
を
医
薬
品
化
で
き
る
と
考

え
ま
し
た
。し
か
し
、合
成
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
を
細
胞
に
導
入
す
る

と
強
い
炎
症
反
応
が
起
こ
り

ま
す
。
カ
リ
コ
博
士
は
15
年

の
歳
月
を
か
け
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

を
構
成
す
る
物
質
の
一
つ
で

あ
る
ウ
リ
ジ
ン
を
シ
ュ
ー
ド

ウ
リ
ジ
ン
に
置
き
換
え
る
こ

と
で
こ
の
免
疫
反
応
を
回
避

で
き
、
さ
ら
に
、
合
成
タ
ン

パ
ク
質
量
も
増
加
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
発
見
は
、
現
在
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
と
し
て
世
界
中
で
使
用

さ
れ
て
い
る
「
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
」
開
発
の
基
盤
を
提

供
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
の
み
な
ら
ず
、

各
種
感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
開
発
に
革
新
を
も
た
ら

し
て
お
り
、
カ
リ
コ
博
士
の

業
績
は
慶
應
医
学
賞
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

病院長補佐

外科学（呼吸器）教室
専任講師

朝倉 啓介
（81回）

（医療連携、医師働き方改革）

副病院長

外科学（心臓血管）教室
教授

志水 秀行
（65回）

（医療安全管理責任者、病院
運営（入院・手術））　　　

副病院長

放射線科学（診断）教室
教授

陣崎 雅弘
（66回）

（システム情報、AIホスピタル構想推進、バイ
オバンク、予防医療センター移転・拡張事業）

病院長補佐

医学部
准教授

藤澤 大介
（77回）

（医療安全、病院機能評価）

副病院長

小児科学教室
教授

長谷川 奉延
（63相当）

（臨床研究推進・支援）

病院長補佐

内科学（リウマチ・膠
原病）教室 教授　　

金子 祐子
（76回）

（臨床研究推進・支援、男女共同参画）

副病院長

泌尿器科学教室
教授

大家 基嗣
（66回）

（医療連携、病床稼動管理、医療
材料最適化、病院機能評価）

副病院長

救急医学教室
教授

佐々木 淳一
（68回）

（病院運営（救急）、BCP、国際対応）
副病院長

内科学（呼吸器）教室
教授

福永 興壱
（73回）

（病院運営（外来）、患者サービ
ス、広報、医師働き方改革）

　医学部、慶應義塾大学病院、大学院医学研

究科において新しい執行部が発足しました。

新執行部の体制を紹介するとともに、医学部

長、病院長、医学研究科委員長の就任挨拶を

掲載します。
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